
　
強
い
日
差
し
が
鮮
や
か
な
緑
の
木
々
や
赤

土
の
大
地
に
照
り
付
け
、
夕
暮
れ
時
は
オ
レ

ン
ジ
に
染
ま
る
地
平
線
に
思
わ
ず
息
を
の
む
。

ア
フ
リ
カ
南
部
・
ザ
ン
ビ
ア
の
北
西
部
に
あ

る
メ
ヘ
バ
は
、
一
見
す
る
と
穏
や
か
な
時
が

流
れ
る
南
部
ア
フ
リ
カ
の
農
村
部
だ
。

　
メ
ヘ
バ
で
は
現
在
、
日
本
な
ど
の
支
援
の

下
、
ア
ン
ゴ
ラ
人
の
元
難
民
ら
と
、
現
地
ザ

ン
ビ
ア
人
が
共
に
暮
ら
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、特
定
N
P
O
法
人
難
民
を
助
け
る
会
（
以

下
、
A
A
R
）
が
、
そ
の
か
じ
取
り
を
担
う

ア
ク
タ
ー
の
一
つ
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

今
年
か
ら
現
地
に
着
任
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
事
前
調
査
に
当
た
っ
て
い
る
直
江
篤
志
さ

ん
は
、「
移
住
予
定
者
の
多
く
が
懸
念
す
る
の

が
水
の
確
保
の
問
題
で
す
。
政
府
が
井
戸
の

設
置
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
維
持
管
理
体
制

が
ま
だ
ぜ
い
弱
な
の
で
す
」
と
現
状
の
課
題

を
打
ち
明
け
る
。

　
メ
ヘ
バ
は
か
つ
て
、
隣
国
ア
ン
ゴ
ラ
か
ら

延
べ
約
25
万
人
を
受
け
入
れ
た
、
国
内
最
大

規
模
（
東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
）
の
難

民
居
住
区
だ
。
ア
ン
ゴ
ラ
で
は
27
年
に
わ
た

っ
た
内
戦
が
２
０
０
２
年
に
終
結
し
、
難
民

の
多
く
は
帰
国
を
選
択
し
た
。
一
方
で
、
約

１
万
の
ア
ン
ゴ
ラ
人
や
ル
ワ
ン
ダ
人
が
そ
の

ま
ま
メ
ヘ
バ
で
暮
ら
し
て
い
る
。

　
彼
ら
は
、
避
難
生
活
の
長
期
化
に
よ
る
生

活
環
境
の
変
化
や
母
国
の
状
況
が
分
か
ら
な

い
な
ど
の
不
安
か
ら
、
メ
ヘ
バ
に
残
る
こ
と

を
選
択
し
た
。
そ
こ
で
、
14
年
か
ら
、
ザ
ン

ビ
ア
政
府
は
国
連
機
関
や
日
本
な
ど
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
元
難
民
に
新
た
な
居
住
地

と
、
居
住
者
と
し
て
の
法
的
地
位
を
提
供
す

る
政
策
に
着
手
。
融
合
や
共
生
を
通
じ
た
地

域
の
開
発
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　
A
A
R
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
が
国
際
問

題
と
な
っ
て
い
た
１
９
７
９
年
、「
日
本
人
の

善
意
を
世
界
に
示
そ
う
」
と
設
立
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
を
中
心
と
し

て
60
以
上
の
国
・
地
域
に
支
援
を
展
開
。
難

民
や
災
害
被
災
者
ら
へ
の
緊
急
支
援
や
障
害

者
支
援
、
感
染
症
対
策
な
ど
を
活
動
の
重
点

に
掲
げ
る
。
ま
た
、
地
雷
・
不
発
弾
対
策
に

も
重
点
的
に
取
り
組
み
、
97
年
に
は
Ａ
Ａ
Ｒ

が
主
要
メ
ン
バ
ー
の
一
つ
で
あ
る
「
地
雷
禁

止
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
共
同
受
賞
し
た
。「
困
難
な
状
況
下
に
あ

る
人
々
の
中
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら

よ
り
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
を
、
長
期
的
な

視
点
で
支
援
し
て
い
く
」
と
の
理
念
を
、
今

も
職
員
一
人
一
人
が
大
切
に
し
て
い
る
。

　
ザ
ン
ビ
ア
は
、
84
年
に
A
A
R
が
初
の
ア

フ
リ
カ
事
務
所
を
開
所
し
た
国
で
、
当
時
は

多
く
の
ア
ン
ゴ
ラ
難
民
が
メ
ヘ
バ
に
入
っ
て

い
た
。
A
A
R
は
徹
底
し
て
現
場
の
ニ
ー
ズ

を
拾
い
上
げ
、
水
の
確
保
や
栄
養
保
健
、
教

育
な
ど
と
い
っ
た
日
常
生
活
面
の
支
援
か
ら
、

帰
国
後
の
経
済
的
自
立
を
見
据
え
た
大
工
養

成
セ
ン
タ
ー
の
設
立
・
運
営
や
、
居
住
地
内

で
生
ま
れ
た
子
ど
も
へ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
（
ア

ン
ゴ
ラ
の
公
用
語
）
教
室
の
開
催
と
い
っ
た
、

幅
広
い
支
援
を
展
開
し
た
。

　
現
在
、
ア
ン
ゴ
ラ
人
の
元
難
民
は
新
居
住

地
へ
の
移
転
を
始
め
て
い
る
が
、
目
の
前
の

課
題
は
複
雑
だ
。「
元
難
民
ら
の
新
居
住
地
は

不
便
な
場
所
に
あ
り
、
か
つ
イ
ン
フ
ラ
も
整

備
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
移
動
を
た
め
ら
う

世
帯
も
多
い
の
で
す
」
と
指
摘
す
る
直
江
さ

ん
。
さ
ら
に
は
「
移
転
先
の
世
帯
配
置
は
バ

ラ
バ
ラ
な
の
で
、
一
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
課

題
を
分
析
す
る
。

　
直
江
さ
ん
に
と
っ
て
、
ザ
ン
ビ
ア
と
、「
難

民
」
支
援
に
対
す
る
思
い

入
れ
は
特
別
だ
。
直
江
さ

ん
は
大
学
を
卒
業
後
、
機

械
メ
ー
カ
ー
で
６
年
間
勤

務
。
そ
の
後
、
米
国
留
学

を
経
て
、
２
０
０
９
年
か

ら
２
年
間
、
青
年
海
外
協

力
隊
の
理
数
科
教
師
と
し

て
ザ
ン
ビ
ア
で
活
動
し
た
。

活
動
で
は
、
生
徒
と
の
距

離
感
を
意
識
し
な
が
ら
、

そ
れ
ま
で
未
整
備
だ
っ
た

教
材
作
り
に
力
を
注
い
だ
。

　
し
か
し
、
任
期
満
了
を

３
カ
月
後
に
控
え
た
11
年

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
た
。「
帰
国
後

は
東
北
の
被
災
地
で
支
援

活
動
が
し
た
い
」
と
意
識

し
、
震
災
直
後
か
ら
緊
急
・

復
興
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
た
A
A
R
に
就
職
。
被
災
３
県
で
仮
設
住

宅
入
居
者
向
け
の
物
資
支
援
や
交
流
活
動
、

障
害
者
施
設
へ
の
支
援
な
ど
に
５
年
半
携
わ

っ
た
。

　
そ
の
経
験
が
少
な
か
ら
ず
、
メ
ヘ
バ
で
の

活
動
に
生
き
て
い
る
。「
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

か
ら
避
難
者
が
集
ま
り
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
と
い
う
点
で
は
、
東
日

本
大
震
災
被
災
地
と
メ
ヘ
バ
に
は
共
通
点
が

あ
り
ま
す
」
と
見
た
上
で
、「
両
国
の
間
に

あ
る
、
環
境
や
イ
ン
フ
ラ
、
文
化
の
違
い
は

見
逃
せ
ま
せ
ん
」
と
冷
静
に
現
状
も
指
摘
す

る
。

弱
い
立
場
の
人
た
ち
を

長
期
的
視
点
で
支
え
る

元
難
民
と
現
地
住
民
が
手
を
取
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
へ

　「
ま
ず
は
給
水
設
備
の
管
理
体
制
づ
く
り
や

衛
生
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」
と
直

江
さ
ん
。
現
地
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
、
元
難
民
と
現
地
住
民
の
橋
渡

し
を
担
い
な
が
ら
、
着
実
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
る
覚
悟
を
見
せ
る
。

　
難
民
問
題
は
、
紛
争
の
長
期
化
や
受
け
入

れ
国
の
政
治
経
済
的
事
情
な
ど
か
ら
、
世
界

的
に
長
期
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
難
民
を
受
け
入
れ
、

さ
ら
に
土
地
を
与
え
る
と
い
う
ザ
ン
ビ
ア
政

府
の
取
り
組
み
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
、
新

た
な
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
難
民
の
自
立

支
援
の
新
し
い
形
を
示
す
た
め
に
、
A
A
R

の
新
た
な
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

水不足解消を狙いに新設された井戸。
AARは共同管理によるコミュニティー強化を支援する

移転先で新たな生活を始めたアンゴラ人家族のもとを訪れた
直江さん（後列右）。期待と幾分の不安が入り混じる

新居住地に移ったザンビア人家族と畑。元避難民と共に、新たなコミュニ
ティーをつくっていく。写真右は仮住まいのために支給されたテント

内戦時に行われた地雷回避のための教育ワークショップの様子。AARは
1984年から20年間、当地で難民支援に当たった歴史を持つ

難民問題と向き合い続け38年
相次ぐ大規模自然災害に、頻発・長期化する紛争やテロ行為――。
混とんとする今日の国際社会では、多くの尊い命が奪われ、
多くの人たちがやりきれない思いを胸に故郷を後にする。

「困ったときはお互いさま」「日本人の善意を世界に示そう」。日本で発足し、38年。
「難民を助ける会」の基本精神は、今もぶれることはない。

難民を助ける会特定NPO法人
（AAR Japan）

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち
移住者手作りのレンガ。
干して固まったら自ら積
み上げ、住居とする

メヘバ
ザンビア
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